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例　　言

一、本書は、中津市教育委員会が2012年度に実施した中津城下町遺跡18次調査の発掘調査報告書で
　　ある。

一、調査は、社会福祉法人浅沼福祉会の委託を受けて中津市教育委員会が実施した。

一、発掘調査は、高崎章子、村上久和（元大分県埋蔵文化財センター主幹）が担当した。

一、出土陶磁器、陶器、土師器、瓦質土器、瓦の実測・トレースは村上久和、岩本敏美、
　　穴井美保子、橋内順子、猪立山順子、佐藤智子がおこなった。

一、遺物整理は、上記の外、松村たか子、塩谷絹子がおこなった。

一、遺物の観察表は、村上久和が作成した。

一、巻末図版の遺構・遺物の写真撮影は、村上久和がおこなった。

一、遺物実測図は、原則として縮尺は１／３で、一部１／１、１／４、１／６のものは図中に明記した。

一、本文中、土坑（SK）、溝（SD）、井戸（SE)、石列には通し番号をつけた。柱穴については調査区ご
　　とに番号をつけた。

一、本書の執筆、編集は第１章１、２、第２章２、第３章１を高崎が、他を村上がおこなった。

一、発掘調査及び報告書刊行の経費は社会福祉法人浅沼福祉会が負担した。
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第１章　調査の経緯と体制

１．調査に至る経緯

　2012（平成24）年６月、中津市殿町で社会福祉法人浅沼福祉会が経営する若草保育園の改築工事
の申請があがった。申請地は周知遺跡中津城下町遺跡範囲内であるため、同年７月26日に確認調査
を実施したところ、近世の土壙を検出したため、本調査を実施することとなった。
　当地は中津市殿町を東西に通る県道沿いに位置する。当地の西側では、1997年から1999年まで、
県道拡幅工事に伴う発掘調査を実施し、中津城下町の遺構が濃密に分布することを確認している。
調査成果は発掘調査報告書「中津城下町遺跡　殿町地区」として2004年に刊行している。
　今回の調査は中津城下町遺跡としては、第18次の調査にあたる。本調査は社会福祉法人浅沼福祉
会の同意を得、2012年８月16日から同年９月21日まで実施した。９月14日には、地元住民を対象
に、現地説明会を実施した。調査終了後、工事着工となった。

２．調査団の体制

　　調査団の構成は下記のとおりである。

一、調査主体　　中津市教育委員会
　　調査責任者　廣畑　　功（中津市教育委員会教育長）
　　調査事務　　藤原　義郎（　　　同　　　　文化振興課長　24年度）
　　　　　　　　川西　州作（　　　同　　　　文化財課長　25年度）
　　　　　　　　田中布由彦（　　　同　　　　文化財課参事　24年度）
　　　　　　　　平田　由美（　　　同　　　　文化財係員）
　　調査担当　　高崎　章子（　　　同　　　　文化財係長）（本調査）
　　　　　　　　花崎　　徹（　　　同　　　　文化財係員）（確認調査）
　　　　　　　　森田　利枝（　　　同　　　　文化財係員）
　　調査員　　　村上　久和（元大分県埋蔵文化財センター主幹）（本調査）

　上記の他、吉田寛氏（大分県埋蔵文化財センター）、佐藤浩司氏（北九州芸術文化振興財団）に調
査のご指導をいただき深く感謝いたします。
　また、社会福祉法人浅沼福祉会理事長浅沼健士様及び、若草保育園職員一同様には、文化財保護
に多大なるご理解ご協力をいただきましたこと、厚く御礼申し上げます。

一、現場作業、整理作業は、下記のみなさんの協力による。
　　塩谷絹子、松村たか子、穴井美保子、岩本敏美、佐藤智子、猪立山順子、橋内順子、
　　村上久和、川口政代、福成誠一、綾邊知世、井上里絵、植山桂子、上段正信、末廣靖子、
　　中坂真基子、中原七絵、永松沙織、古田治（順不同）
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第１図　中津市内主要遺跡分布図（Ｓ=1/50,000）

第２章　地理と歴史的環境
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１．中津周辺の遺跡

　中津市は、平成の大合併で旧豊前国下毛郡が一つになった地域である。人口約８万６千人、面積
約491㎢である。
　地形は、南西側に、九州修験道のメッカである英彦山に源流をもつ山国川が蛇行する。この川の
上・中流一帯は奇峰、奇岩を擁する名勝耶馬渓が形成されている。下流域は、豊前平野と呼ばれる
扇状地形が形成され、ここには県下最大の条里地割りが認められる。そして山国川は中津干潟へと
注ぎ込む。
　北東側は、中津の象徴的な山である八面山（弥山とも呼ぶ）に源流をもつ犬丸川が蛇行する。こ
の川の流域には、八面山から派生する八ツ手状の丘陵が形成されている。下流部には平野が広がり
条里地割り（野依条里遺跡）が見られたが昭和40年代の圃場整備事業でほとんどが消滅した。この
ような地形をした中津市では、各時代に応じて多くの遺跡が分布している。
　市内の後期旧石器時代の遺跡は、才木遺跡で剥片石器が、幣旗邸２号墳丘下で剥片が、大坪遺跡
で三稜尖頭器、ナイフ型石器が検出された。いずれも数個単位の遺物であることから小キャンプの
遺跡が点在するものと考えられる。
　縄文時代の遺跡としては、早期後半には黒水遺跡があるが、中期の遺跡はほとんど見あたらな
い。これが後期になると遺跡数が増大する。犬丸川流域では、植野貝塚、入垣貝塚を伴う集落のボ
ウガキ遺跡、掘立柱遺構を伴う法垣遺跡など西日本縄文文化圏に属するものである。山国川流域で
は、縄文後期の高畑遺跡、佐知遺跡などがある。いずれも土偶の出土が認められる。
　弥生時代の遺跡としては、前期から中期の遺跡の多くは丘陵上に立地する。山国川沿いの丘陵上
にある上ノ原平原遺跡では、前期末頃の貯蔵穴群が検出されている。また、犬丸川流域の丘陵上に
は、森山遺跡がある。この遺跡は、前期末～後期初頭の遺跡で貯蔵穴、竪穴住居跡、土坑墓、石蓋
土坑墓、祭祀土坑など弥生時代小村落の全容を見ることが出来た。中期には犬丸川沿いに福島遺跡
がある。この遺跡は台地上に立地し、環濠を巡らした集落群で二列埋葬の墳墓とそれに伴う祭祀土
坑などが検出された。中心集落の様相を示すものであろう。後期～終末期になると犬丸川や山国川
沿いの台地上に石蓋土坑墓群が見られる。
　古墳時代中期には、中津平野を見下ろす海側の丘陵上に100ｍクラスの前方後円墳亀山古墳が
あったと伝えられているが消滅して実体は不明である。また、中期前半には、上ノ原墳墓群の一角
に壺型埴輪を巡らす勘助野地方形墳が築造される。後期前半には勘助野地古墳のある丘陵斜面に日
本最古の横穴墓を含む81基の上ノ原横穴墓群が検出された。古墳時代の親族構造を明らかにした
注目される遺跡である。なお、中流域には城山古墳があった。この古墳からは馬具の金銅張りの杏
葉、座金具や鉄鏃が出土しており５世紀末頃～６世紀初頭の古墳であろうか。
　また、犬丸川流域では、定留・諸田の６世紀後半の集落が検出され製塩土器、タコ壺など海浜に
関わる遺物が出土しているのが特徴である。
　生産遺跡としては犬丸川南東部の丘陵斜面に６世紀後半～８世紀後半までの須恵器窯、瓦窯など
が存在する。特に、６世紀後半～末の凸面青海波紋瓦の踊ヶ迫窯跡は注目される。
　奈良時代から平安時代にかけての遺跡は、中津平野南部を東西に横切る推定古代官道沿いに集中
する。この道は太宰府から宇佐八幡宮へ向かう勅使が通る通称「勅使街道」であり、当時のメイン
ストリートである。この道に沿うようにして遺跡が点在する。山国川流域では奈良前期の寺院であ
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る相原廃寺、８世紀後半には成立したと思われる三口大井手堰から取水口を取る沖代条里遺構、７
世紀の群集墳～９世紀の火葬墓まで続く相原山首遺跡などや勘助野地火葬墓群、坂手隈城火葬墓が
ある。
　南北朝～戦国期には地頭や名主たちは、市内各地に堀や土塁を持つ居館や山城をつくった。特
に、野仲氏が築いた長岩城は平石積みの石垣を持つ長大な山城である。しかし、戦国末期に豊臣秀
吉から豊前四郡を与えられた黒田孝高が中津城を築き、宇都宮氏をはじめとする地元の地頭、名主
等を従え江戸時代を迎えた。

２．中津城と城下町の歴史

　中津城は山国川河口の、川と海に面した要衝の地に立地している。堀の水かさは潮の干満で上下
する。二重の堀を有し、外堀には通称「おかこい山」と呼ばれる土塁がめぐる惣構のつくりであっ
た。
　1587（天正15）年、豊臣秀吉は九州をその支配下に繰り入れ、豊前六郡の領主として黒田官兵衛
孝高を配した。黒田氏は天正16年正月、中津城築城に着手した。中津城は九州最古の近世城郭の一
つであり、今も築城当初の石垣が残る。黒田時代を描いたといわれる「黒田如水縄張図」では、本
丸、二の丸、三の丸とともに「京町」、「博多町」の名称が見え、「侍屋敷或町屋」、「寺モアリ」のほ
か、「町」という文字も４箇所記入されている。現在の京町、新博多町、古博多町である。
　1600（慶長5）年、黒田にかわり入国してきた細川忠興は当初中津城を居城としたが、翌年居城を
小倉に移し、中津には忠利を入れた。1602（慶長７）年、小倉城の造営工事を行い、翌年から1620
（元和６）年まで中津城の増改築を行う。現在は確認できないが、中津城三の丸西門の石垣には「慶
長12年９月」という文字が刻まれていたという。1620（元和６）年、忠興は忠利に家督を譲り三斎
と号し中津城に入った。三斎の隠居城として修復、完成をみた中津城には本丸、二の丸、三の丸と
８門、22の櫓が設けられた。城下への入り口には番所が置かれた。城下町の町割りも行われ14町と
枝町（出町、出小屋）、侍町（武家町）の原型ができた。武家屋敷は三の丸に家老屋敷、片端・殿町
に上級武士、金谷辺には下級武士の屋敷が置かれた。また相原の大井手堰から、導水路を掘って山
国川の水を城内にひいた。
　1632（寛永９）年、細川氏の熊本転封によって、譜代大名小笠原長次が入部した。城下町の整備
も行われ、1652（承応元）年には、石樋を城下に埋め、山国川の水を川上でとり、城下へ水を流す
という、水道の整備が行われている。1717（享保２）年、譜代大名奥平昌成が中津に入り、以後
1871（明治４）年まで奥平氏が中津藩主となった。
　1870（明治３）年、廃城を願い出、翌年城は取り壊された。1877（明治10）年、西南の役に呼応
した増田宋太郎ら中津隊が、城内に最後まで残っていた松の御殿に火を放ち、御殿は焼失した。
　その後中津城本丸跡は中津公園地となり、堀は本丸北東側の薬研堀のみを残し埋められたが、平
成13年からの工事で本丸南側の堀が復元され、黒田が築いた穴太積みの石垣が修復されている。本
丸内上段には明治以降、神社が建ち、昭和39年には模擬天守閣が建てられた。現在城下町には江戸
時代の建物はわずかであるが、当時の町割り、細長い屋敷地の形状を今もたどることができる。
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第３章　調査の内容

１．調査区について

　中津城本丸西側の石垣は川に面してお
り、城下町は本丸、二ノ丸、三之丸の北、
東、南側をとりかこむように展開している。
　調査区のある殿町は、本丸南側の三の
丸からさらに南側に展開する上級武家屋
敷である。城下町の外周近くに配置され
る組屋敷にくらべ屋敷地が広い。殿町の
一部は中津市歴史民俗資料館や商工会議
所、病院など、大型の建物があり、江戸
時代の建物は残っていないが、中津城下
町は空襲被害をうけていないため、短冊
形の屋敷地の形状をよくとどめている。
　1997年から1999年まで殿町で行った
県道拡幅工事においては、溝や石列によ
る城下町の屋敷地の境界を検出した。そ
の内、４か所は黒田時代のものと想定さ
れており、境界のラインが現在の屋敷地
の境界と一致することが確認されている
ことから、今回の調査においても、城下
町の成立過程にせまる成果が期待された。
　調査区の位置は、幕末の中津城下絵図
と現在の地図を比べてみると、菅沼三郎
右ェ門の屋敷内の東側部分にあたる。保
育園建て替え工事により地下４mまで掘
削される計画であり、遺構面が破壊され
ることから、既存の建物ですでに掘削さ
れた部分を除き、新たに掘削が遺構面ま
で到達する範囲を調査区とした。
　調査の結果、多数の廃棄土坑と、井戸
３基、溝を２条検出した。そのうち、奥
平市郎兵衛と菅沼三郎右ェ門の屋敷地の
境付近からは、屋敷地の境界をなすと思
われる石列と小石を敷き詰めた溝を検出
した。

0 50m

「中津城下絵図」

(中津市歴史民俗資料館蔵）

現在の町わり

調査区

絵図部分

第２図　調査区の位置（Ｓ=1/2,000）
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第３図　出土遺構全体図（Ｓ=1/100）

２．基本層序

　上面からの土層は、撹乱が激しく良好なものはほとんどなかったが東壁は比較的よかったのでこ
の地点２ヶ所の土層を検討する。東壁１層はⅠa・b層、Ⅱ層、Ⅲ層、Ⅳa・b層、Va・b・c・d層、
SK- ４埋土、SK- ９埋土、Ⅵ層、Ⅶ層の14層に分層できる。
　Ⅰa・b層は、現代の整地層である。この層を切るように河原石を詰めた撹乱土坑２基、貝殻を含
む黄褐色撹乱土層の土坑が１基、それぞれ断面に確認された。
　Ⅱ層は暗褐色炭混層でほぼ水平に堆積しており、江戸時代の整地層と考えられる。SK- ４（黄褐色
粘質土）の埋土が断面に確認された。この土坑断面から染め付け椀片、瓦片が検出された。
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　Ⅲ層は、暗褐色粘質土でⅡ層下面の整地層であろうか。南側をⅣ層によって切られている。
　Ⅳa層は、炭混の黒褐色粘質土でⅤ層（火災処理土層）の上層部であろうか。Ⅳb層を切ってい
る。Ⅳb層は、炭混の褐色土層である。Ⅳa層と同様な層であろう。
　Ⅴa・b・c・d層は、暗褐色および褐色の焼土層である。dは焼土塊である。この層が火事処理土
層であることは明瞭である。
　Ⅵ層は、きめの細かな灰黄色粘質土層で厚い所で55～ 60㎝を測る。SK- ４、SK- ９、Ⅴ層（火災
処理層）から切られている。Ⅶ層が河原氾濫原礫層であることから、この地域の城下町形成時の初
期の整地層と考えられる。

　Ⅶ層は、15～ 30㎝の安山岩製河原石層である。調査の関係上深さまでは確認出来なかったが山国
川の氾濫原層の可能性が高い。
　東壁２層はⅠa・b・c・d・e・ｆ・ｇ層、Ⅱa・b・c・d層、Ⅲ層、Ⅳ層、Ⅴ層、Ⅵ層、Ⅶ層、Ⅷ
層、Ⅸ層、Ⅹ層、ⅩⅠ層、ⅩⅡ層の21層に分層出来る。遺構が切り合っており、東壁１層とは堆積
状況が違う。
　Ⅰa層は、現代の整地層である。
　Ⅰb・e層は、炭混の暗褐色土層でほぼ水平な堆積をしており整地層と考えられるがⅠe層、Ⅰc
層、Ⅰd層などから切られているので現代の整地層に近いものであろうか。Ⅰc層は、砂混の現代の
撹乱土層である。Ⅰe・d層は、灰褐色の瓦礫混土層でコンクリート塊などが混じっており現代の撹
乱土層である。
　Ⅱa・b・c・d層は、大形土坑の埋土である。Ⅱa層は、暗褐色粘質土で下面は斜めに落ちⅡc層
に切られている。土層内に染付碗片が検出された。
　Ⅱd層は、Ⅱa層の下面に堆積した層でⅢ層を切り、Ⅳ層から切られている。Ⅱb層は、Ⅱd層の

第４図　東壁土層図１（Ｓ=1/100）

0
東壁土層図１

2ｍ

Ⅰa･b 現代の整地層
Ⅱ 暗褐色炭混層（第３回目の整地層）
Ⅲ 暗褐色粘質土（第２回目の整地層）
Ⅳa･b 黒褐色粘質土（炭混層）・褐色炭混層
Ⅴa～d 暗褐色焼土層（火事の片付層）
 褐色焼土層・焼土層塊・暗褐色焼土層含む
ⅤⅠ 灰黄色粘質土層（最初の整地層）
ⅤⅡ 河原礫層（氾濫原礫層）

Ⅰa

Ⅴb Ⅴｃ Ⅴｄ

撹乱土層 撹乱土層

撹乱土層
Ⅳa

Ⅳｂ

Ⅴa

Ⅶ

Ⅵ

Ⅰｂ
Ⅱ

Ⅲ4.000m

火災片付層

第５図　東壁土層図２（Ｓ=1/100）

0
東壁土層図２

2ｍ

①遺構埋土
Ⅰa 砂利層
Ⅰb 暗褐色炭混層（a’カベに対応）
Ⅰc 褐色土（カクラン土）
Ⅰd 灰褐色粘質土（カクラン土）
Ⅰe 暗褐色炭混層（整地層）

Ⅰf 褐色土（カクラン土）
Ⅰg 灰褐色（カクラン土）
Ⅰh 灰褐色瓦礫混（カクラン）
Ⅱa 暗褐色粘質土
Ⅱb 黄褐色粘質土
Ⅱc 黒灰色土層

②遺構埋土
Ⅳ 黒灰色土
Ⅴ 黒褐色土
Ⅵ 暗茶褐色土
 黄褐色粘質土
Ⅲ 灰黄色粘質土
 （最初の整地層）

③遺構埋土
Ⅶ 褐色土（カクラン）
Ⅷ 黒褐色焼土
Ⅸ 黄褐色粘質土
Ⅹ 黒褐色粘質土

④遺構埋土
Ⅺ 黒褐色粘質土
Ⅻ 暗褐色粘質土

4.000m

Ⅰa Ⅰb Ⅰc Ⅰe Ⅰd
ⅦⅧ
Ⅹ
Ⅸ

Ⅺ

Ⅰg
Ⅰf

Ⅱｂ Ⅱa Ⅱb
ⅤⅡc

Ⅰｈ

Ⅻ Ⅲ Ⅲ
Ⅵ

Ⅳ
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下層に堆積したブロック状のもので黄褐色粘質土層である。
　Ⅲ層は、灰黄色粘質土の整地層で東壁１層のⅥ層に対応
するきめ細かな灰黄色粘質土層で厚い所で30～ 50㎝を測
る。層内で弥生前期末の土器片が検出されたところから、
この土は他所から整地のために持ってきたものであろう。
下面は河原石礫層に続いていると推定される。南側をⅩ・
ⅩⅠ層に切られている。
　Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ層は、Ⅰe層下面からⅡa・c・d層を直線的
に切り込んだ土坑埋土である。Ⅳ層は、黒灰色土で南側を
Ⅰg・Ⅸ層に切られている。Ⅴ層はⅣ層の下面にレンズ状
堆積をした黒褐色である。Ⅵ層は、暗茶褐色土で南側をⅩ
層に切られている。
　Ⅶ層は、Ⅰd層の下層に堆積した褐色の撹乱土層で、Ⅰ
g層に切られている。
　Ⅷ層は、黒褐色の焼土層で火事処理層であろうか。
　Ⅸ・Ⅹ・Ⅺ層は、ほぼ水平に堆積した遺構埋土である。
Ⅸ層は、黄褐色粘質土である。Ⅹ層は、黒褐色粘質土であ
る。灰黄色ブロックを含む。Ⅺ層は、黒黄褐色粘質土でⅢ
層を切り、下面に基盤の河原石を含む。
　Ⅻ層は、北端にある遺構埋土で暗褐色粘質土層である。
　以上の東壁１、２層の土層を検討した結果、１層ではⅥ
層が、２層ではⅢ層が最も古い整地層であり、時期につい
ては遺構との切り合い関係から16世紀後半～ 17世紀初頭
（黒田・細川期前後）であろう。また、この土は弥生土器
を含むことから別の場所から持ち込まれたものである。

３．遺構と遺物

SK- １　調査区の北端で検出した。西側と北側は未掘であ
る。形態は弧状の大形土坑の中に方形と考えられる土坑が切っている。南側の東西辺220㎝、東側の
南北辺450㎝の弧状を呈し、深さ約40㎝を測る。内側の方形土坑は、大形土坑のほぼ中央にあり、
東西辺200㎝、南北辺100㎝、深さ18㎝を測る。中央に40㎝の高まりがある。
SK- ２　調査区の北側端で検出した。東側は調査区外で南隅はSK- ７に切られている。形態は隅丸長
方形である。南北辺200㎝、東西辺110㎝、深さ10㎝を測る。中央に径20㎝、深さ30㎝のPitが確
認された。
SK- ３　調査区のほぼ中央西側コーナーで検出した。北西側は未調査区である。形態は不定形の円形
である。最大径280㎝、深さ70㎝を測る。南側に円形の40㎝ほどの突起がある。
SK- ４　調査区南東コーナー付近で検出した。隣接してSK- ９がある。両者ともに東側は未調査区で
ある。形態は円形と思われる。中央で石列堀方を切っている。現状での最大径140㎝、底径90㎝、

第６図　SK-１　平・断面図（Ｓ=1/100）

第８図　SK-３　平・断面図（Ｓ=1/100）

0 2ｍ

SK-1

4.000m

0 2ｍ

SK-2

Pit4 Pit5

4.000m

0 2ｍ

SK-3

4.000m

第７図　SK-２　平・断面図（Ｓ=1/100）
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深さ37㎝を測る。
SK- ５　調査区の南東側で検出した。L字状の土坑で東側はPit状の
撹乱が、南側はSK-14で切られている。東西辺180㎝、南北辺170
㎝、深さ40㎝を測る。
SK- ６　調査区の中央南側で検出した。東西に延びる楕円形の土坑
で、長さ200㎝以上、深さ17㎝を考えられるが、SK- ７、SK-15を
切り、SE- ２、列石落ち込みにも切られている。
SK- ７　調査区の中央南側で検出した。南北に延びる楕円形の土坑
で、長さ90㎝、幅45㎝、深さ45㎝を測る。SK- ６、SK- １、SE- ２、
SE- ３に切られている。床面には、焼土が認められた。
SK- ８　SK- ６・７に隣接してある。南北に延びる楕円形の土坑と
思われるが北側をSE- ３、南側上端をSK- ６に切られている。現状
での長さ470㎝、最大幅100㎝、深さ48㎝を測る。
SK- ９　調査区の南東隅で検出した。SK- ４に隣接する。東側は未
調査区である。南北に延びる隅丸長方形の土坑である。
SK-10　調査区の中央西側で検出した。「コ」の字状の大形土坑であ
る東側中央をSE- １が、北側コーナー付近をSK- ３によって切られ
ている。北側コーナー付近の壁でPitが２基、また、西側コーナー
付近で長方形の撹乱土坑を検出している。現状での南北長440㎝、
東西長320㎝、深さ52㎝を測る。遺構内から多量の陶磁器が出土し
た。

SK-11　SK-10の西側250㎝の所で検出した。小形長方形の土坑である。東西長75㎝、南北幅40
㎝、深さ61㎝を測る。
SK-12　調査区の中央南側で検出した。やや南北に長い隅丸方形の土坑で、SD- １を切っている。南
北長140㎝、東西幅110㎝、深さ３㎝の浅いものである。
SK-13　SK-10の南西100㎝の所で検出した。南北に長い不定形な土坑である。南北長240㎝、南側
は隅丸方形を呈し、幅60㎝、深さ13㎝を測る。北側は東西に長い楕円形を呈し、長さ140㎝、幅80
㎝、深さ14㎝を測る。

第９図　SK-５･14･15　平・断面図（Ｓ=1/100）

第10図　SK-７　平・断面図（Ｓ=1/100）

0 2ｍ

SK-5

撹乱

SK-14

SK-15

4.000m

0 2ｍ

SK-7

4.000m

0 2ｍ

SK-10

4.000m

0 2ｍ

SK-13

4.000m

0 50㎝

①

③

② ④

4.000m

第11図　SK-10　平・断面図（Ｓ=1/100） 第12図　SK-13　平・断面図（Ｓ=1/100） 第13図　１号埋甕　平・断面図（Ｓ=1/20）
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SK-14　SK- ５の南側で検出した。楕円形の土坑でSK- ５の
端部を切り、SK-15から切られている。
SE- １　調査区のほぼ中央、SK-10の西側で検出した。円形
堀方の井戸で、SK-10を切っている。堀方径195㎝を測り、
その内側15㎝の所に河原石積みの径140㎝の井戸が築かれ
ている。発掘は危険性があるため上面だけを確認にした。
SE- ２　調査区の南東側で検出した。円形堀方の井戸で、
SK- ６・７を切っており、東側は撹乱土によって切られてい
る。堀方径210㎝を測り、井筒は堀方のほぼ中央に位置して
いる。幅約10㎝の粘土を円形に巻き、その中に径60㎝、長
さ約60㎝の備前焼の筒を重ねている。発掘は危険性がある
ため上面だけを確認にした。
SE- ３　調査区の東南壁際で検出した。北側は調査区外であ
る。円形堀方の井戸でSK- ７・８を切っている。円形堀方径
160㎝を測り、その直下に河原石積みの径130㎝の井戸が築
かれている。発掘は危険性があるため上面だけの確認に終
わった。
SD- １　南北に延びる細長い溝である。磁北主軸はN−20°
−Eである。長さ1400㎝、幅は広い所で30㎝、狭い所で10
㎝、深さ平均30㎝を測る。南側はSK-12によって切られて
いる所がある。北端は確認出来たが、南端は調査区外へ延
びる。出土遺物はなく規模も小さいが江戸期の屋敷区画溝
であろうか。
１号石列　調査区の東端で確認された石列である。磁北主
軸はN−22°−Eである。大形の河原石（安山岩）を南北に16
個、直線的に並べている。長さ約600㎝である。南側は切れ
るが、北側はまだ延びる可能性が高い。この石列は、黄褐
色土（黒田・細川期前後の整地層？）を切って造られてい

る。個々の石は、長軸に沿って並べ、北から300～ 350㎝の間は２段積みになっている。また、こ
の石列の最大の特徴は、下面に河原小石を敷きつめていることである。この小石は人工的に敷きつ
めた部分と山国川の河原小石が堆積した部分とに分けられる。このことは、黄褐色土整地層が中津
城下町形成期の鍵層となるだろう。この石列は中津城下町形成初期の屋敷区画石列と考えられる。
遺物は、黄褐色整地層下面より土師質小皿がほぼ並んで２点出土した。
Pit群　Pit群１は、調査区の北東側東壁付近に３穴がほぼ10㎝間隔で200㎝ほど並ぶ。深さは５㎝
を測る。位置的に見て建物の柱穴の可能性もあるが現状では不明である。Pit群２は、Pit群１の南側
220㎝の所に位置する。南北にやや不連続に７穴のPitを確認した。長さ400㎝で、深さ２～５㎝ほ
どである。性格は不明である。

0 1ｍ

第14図　１号石列平面図（Ｓ=1/40）
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№ 遺　構

北側
北側
北一括
北一括
北一括
北一括
北一括
北一括
北一括
北側
北側
北側
北一括
北側
北側
北側
北側
北側
北側
北一括
南一括
北側
南側
南一括
南側
南側
南側

ベルト一括
北側床面
北側　北一括
北側
北側
北側

北側
北側
甕
北側
北側
北一括

北側
北側
南側
北一括
北側

SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-1

底面内底 製作地 製作年代 備　　　　考器　種
法　量（㎝） 装　　　飾

口径 器高 底径 絵付釉薬 文　様

遺物観察表

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47

見込に文様
見込に文様
見込に文様

見込に手書
見込コンニャク印判

見込コンニャク印判
糸切り

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
唐津？
肥前
肥前
関西系？

上野高取

初期伊万里
初期伊万里

関西系

関西系

関西系

唐津

堺
堺
唐津
唐津
関西

18Ｃ

17Ｃ後

18Ｃ末・19Ｃ初
18Ｃ末

18Ｃ後
18Ｃ末・19Ｃ初
18Ｃ後

19Ｃ
18Ｃ後
18Ｃ前

17Ｃ

17Ｃ前
17Ｃ前

18Ｃ代
18Ｃ代
18Ｃ後以降

18Ｃ

呉須

呉須
呉須
呉須
白色・呉須
五弁花
呉須・五弁花
呉須

呉須
呉須・カク山水
呉須・五弁花

染付色絵
赤色班粒胎土
鯉？
呉須・高台に砂付着
鉄釉古い

内面に鉄錆

軟質系陶器
型打
型打
型打
向付（鉢）
黄灰色
胎土精製・焼成良好硬質
全長7.4×8.5

外面深緑色・断内面青灰色

刷毛目
絵付胎土・粗釉黄灰色
色絵・京花文・焼
底面にハリ跡
白砂混じり

やや粗

型押成形

染付小杯
小碗
染付小碗
染付小碗
染付碗
染付碗
染付小碗
染付碗
染付筒型碗
染付筒型碗
染付碗
陶器色絵
染付瓶
青磁染付鉢
染付筒型碗
陶器乗燭
染付丸型碗
片口鉢

軟質施釉陶器花入
染付碗
備前焼小壺
土師器
高台付皿
灯明皿
染付皿
染付皿
灯明皿
灯明皿？
灯明皿？

磁器紅皿（白磁）
磁器紅皿（白磁）
陶器灰釉
陶器

土製地蔵菩薩
鯉型緑釉陶器

碗

小碗
色絵鍋島皿
すり鉢
すり鉢
皿（陶器）
二彩鉢
大皿

7.7
7.7
7
6.8
9.4
9.4
9.4
9.6
7.4
7.3
9.3
9
2.1
14.8
7.3
4
9

19.5

11.9

7.8

10.8

14.8
11.8

2.8

39.2
13.5
13.6
復10.2

24

19

3.8
4.9
3.4
3.7
4.9
4.8
4.9
4.8
5.7
5.7
3.6
52
10.2
4.9
5.6
5
4.6
6.9
3.4
5.3

1.1
3.4
2.2
2.4
2.9

6
5.3

5.6

7.3
5.4
5
4.5

4.9

2.7
高2.9
高2.8
高3
高3.2
高3
高3.2
高3.3
高3.2
3.4
ー

高2.9
高3.6
高8.1
3.6
4
ー
7.5

4.3

5.8
5.2
4
5
5.6

4.5

4.7

高3.0

9
高4.8
高10.2
11

透明釉白濁

透明釉

透明釉
透明釉
透明釉

透明釉
透明釉
釉調灰色

青磁釉
透明釉
釉黒褐色

釉調黄灰色褐色
釉灰色
透明釉
胴部上に暗茶色
の釉を塗る

緑灰色（釉）
褐色（素地）

透明釉が青み
がかる

胎土→灰白
色釉→黄灰

笹文

笹文
草花文
草花文
草花文
草花文
花文（菖蒲？）
雪玉文（四方襷）
梅文
笹葉文
たこ唐草文・若松
文・雪持笹文

山・湖・家・船文
雪玉文（四方襷）

四方襷

見込みに金箔・
赤絵植物文

植物文
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№ 遺　構

ベルト一括北側
北側
北側

SK-1
SK-1
SK-1
SK-1
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-4
SK-4
SK-4
SK-4
SK-4
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-5
SK-9
SK-9
SK-9
SK-5

底面内底 製作地 製作年代 備　　　　考器　種
法　量（㎝） 装　　　飾

口径 器高 底径 絵付釉薬 文　様

遺物観察表

48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94

関西
上野高取

伊万里

伊万里
伊万里
上野高取
肥前筒江

関西系

唐津

唐津
京都

備前

堺
京
瀬戸美濃

唐津

徳島尻田井産
チャート

備前

肥前
上野高取
肥前
唐津

備前

17Ｃ

18Ｃ

18Ｃ前
18Ｃ前
18Ｃ後
17Ｃ前
18Ｃ後
18Ｃ
17Ｃ末
18Ｃ前

1610～1630
17Ｃ前
18Ｃ
19Ｃ
16Ｃ末

18Ｃ
18Ｃ
18Ｃ
18Ｃ

17Ｃ
19Ｃ

17Ｃ前

17Ｃ前～中

17Ｃ代
幕末～明治

柄？片口？胎土やや粗白砂含む
軟質緑釉陶器

内面五弁花植物文
クラワンカ碗

クラワンカ碗

軟質施釉陶器
内面と高台部に砂付着
内面に砂付着
呉須
油壺

石材
波状口淵ルリ釉磁器？

クラワンカ碗

片口

陶器藁灰釉
陶器
胎土粗色調黄褐色
広東碗呉須
蓋付鉢段重？

御神（酒）

灰白釉
内定面寿ハリ跡有
オリーブ灰色
透明釉呉須
釉はぎ砂目付

焙烙
灰吹き
すり鉢

蓋片
碗

香炉火入れ
染付皿
染付碗
小皿
染付蓋
碗
染付皿
染付小杯
陶器小皿
陶器皿
碗
染付皿

柄付一輪指？
碗
硯
皿
染付皿
染付皿
染付碗
染付碗
すり鉢
碗
碗

火入れ？
皿

土師質杯
碗

染付筒型碗
火打石
陶器瓶
徳利
小碗
皿
皿
鉢
蓋
花器
碗

14.1

32

4.6
7.3
2.4
9.5

9.8
9.8
20.7
19.6

10.5
2.5

3.4
15.2
19.2
9.3

29.5
5.3
7.1

15.2
14.5
11.4

2.6
8.4
12.8
14.6
26
10.8
10.8
9.6

5.9

12.2

9.6
10
10.8
5.2

2.9
4.9
3
2.7

3.4
8.2

2.45
20.5
4.9

5.5

12.5
10
2.8

3
2.3

4.4

3.1

7.4
5

17.1（復）

15.9

高4.7
高5.5
高7.2
高4
高4.5
4.2
高4.1
高14
高12.4
3.6

高4.55
4.4

高6.4
高5.2

高13.5
高8.8
高11
高3.1
高4.6
11

高3.4
高5.3

高6.5
7.6
高6

高3.6

高8.8

高5
高4.3

雲文
竹鳥文

底部外面渦福手書
網目文

外面植物文・内面見込
六ケ中丸袈裟襷文

桐文
唐草文

草花文
草花文

外面唐草文
内面松・松ぼっくり
外面渦福唐草文
内面五弁花・植物文
内定面五弁花襷文
外面区角網目文

内面花弁
外底面・角襷文

外面唐草

山水文・外面唐草

鳥・植物文

山水鳥文
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№ 遺　構

西側

西側フクド

西側フクド

西側フクド

1トレ

西側フクド

フク土

堀り方

内側
内側

SK-9
SK-9

SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-10
SK-11
SK-11

SK-13
SK-14
SK-16
SE-2
SE-2
SE-2
SE-2
SE-2
SE-2

底面内底 製作地 製作年代 備　　　　考器　種
法　量（㎝） 装　　　飾

口径 器高 底径 絵付釉薬 文　様

遺物観察表

95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140

関西

有田

初期伊万里

肥前
肥前
肥前
初期伊万里

肥前
肥前

高取
肥前

唐津？
肥前

上野高取
肥前

初期伊万里
上野高取？

肥前
肥前
肥前

上野高取？

小石原
内ノ山
関西系

18Ｃ～19Ｃ

17Ｃ前
17Ｃ
17Ｃ中
17Ｃ
17Ｃ後
17Ｃ後
17Ｃ後
17Ｃ前
17Ｃ後
17Ｃ前

17Ｃ中
17Ｃ前

17Ｃ後
17Ｃ前

17Ｃ中？
17Ｃ後
17Ｃ後

17Ｃ前

18C中
18C前

17C？
18C？
17C前
18C前
19C

青磁染付
胎土精緻
胎土精緻
胎土精緻
胎土精緻
一部欠損
胎土精緻
胎土精緻完形
瀬戸美濃天目

高台無釉砂付着

見込み内面花弁高台角福
呉器手・茶器
呉器手高台砂付着
茶器
高台底に砂融着
外底部文字有
青磁碗
呉器手

燈明皿・胎土精緻
灰釉？
胎土精緻土灰釉高台無釉
胎土精緻
胎土精緻

茶器
胎土精緻
胎土精緻
胎土精緻

胎土精緻
胎土精緻
胎土精緻
呉須
釉浸けかけ
呉須コンニャク印文

口縁部ひずむ

鳩・彩色
陶器
陶器

土瓶
染付蓋

土師質土器手塩皿？
土師質土器手塩皿
灯明皿

土師質土器手塩皿
管状土錘
管状土錘
管状土錘
碗
染付蓋
碗
小杯
碗
碗
碗
皿？
碗
碗
碗

土師質土器小皿手塩皿
土師質土器

碗
陶器碗（三島手）

手塩皿
手塩皿
碗
碗
灯明皿
手塩皿？
手塩皿？
碗

白磁小杯
白磁碗

土師質土器手塩皿
染付皿
鉢
染付碗
碗
染付碗
金銅製花瓶
碗蓋

鳥型土製品
碗
皿
灯明皿

7
10.4
10.2
10.7
10.8
9.5

管径0.5
管径0.8
管径0.4～0.5
11.2
11.8
10.4
7.5
10.6
13.4
14.9
14.6
12.4

13
9.3
10
12

10
10
12

10
10.4
10.8
13.5
5.4
10
9.5
16.4
14
11.2

10.6

15.6
高さ3

10.4
9.1

3.2
2
1.9
2.12
2

長さ3.8
6.3
2.5
6.8
5
7.5
7.9
8.4
3.5
6.3
5.9
115
1.6
2
6.6

1.6
2
6.5
8.1
1.9
2.5
15
6.5

5.3
1.6
7.1
5
5.1

3
幅1.5

1.7

高4.2
8
7.8
7
7

高4.2
高3
高4
高3.1
高4.8
高5.6
高6.2
高6
高4.6
高5.2

5.8
6.9

高5.4
高5.5
6
6.5

高4.4

7
6.3
7.6
高7.2

高3.9
8

高7.8

高4.4
高4.9

高5.1
長さ4
高4.2

3.6

四方襷五弁花

山水文

水草鳥文
丸文内底中丸山水
内定面植物文

唐草文・内定面花弁

植物文
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第４章　総　　括

１．出土遺物について

　今回の調査成果は、基礎工事が深かったため土層の確認が明確に出来たこと、多くの遺構に陶磁
器、陶器、土師質土器などが出土し遺構の帰属が大まかに明らかになったことである。
　まず、遺構の分布状況であるが、井戸、土坑、溝、石列など建物に関わらないものが検出されて
いる所から屋敷地の裏手にあたる場所であろう。では、石列は何を意味しているものであろうか。
平成９年度～ 11年度に行われた県道外馬場錆矢堂線の道路拡幅事業の発掘調査では、「中津城下絵
図」（第２図）の屋敷地境界と合致する石列や溝が確認された。この地点は幕末の「中津城下絵図」
を参考にすると奥平市郎兵衛と菅沼三郎右ェ門の屋敷地の境となっている。さて、土層は撹乱が激
しい点と土層の切り合いが激しくそれぞれの土層で堆積状況が違うが、最下層は、全て黄褐色粘質
土層である。その下層は、石原になっていることからこの層が城下町形成時の最初の整地層である
ことが分かった。層中には、弥生土器小片が混入しており他所より持ち込まれた可能性が高い。今
回検出した遺構は、全てこの層を切って作られている所から最下層整地層より新しいことが確認さ
れた。検出した遺構は、土坑13基、井戸３基、溝１条、列石１条である。
　時期は、撹乱が多いので磁器・陶器類の一括資料を検出することは出来なかった。おもに18世紀
のものが中心であった。しかしながらSK-10からは17世紀前半の三島手陶器、17世紀前半の初期伊
万里皿、同伊万里皿、同肥前青磁碗、17世紀中頃の伊万里椀、同上野、高取系の陶器碗などが出土
しており少なくとも17世紀中頃前後には、この場所に屋敷地が造られたことになり、整地層は17
世紀中頃以前と言うことになろう。今回の調査は期間も短く問題意識も足りなかったが、中津城下
町遺跡における黒田・細川期の整地土層が、遺物の検討から黄褐色粘質土層であることが明らかに
なった。今後この整地層の広がりを検討していくことが必要であろう。
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写真図版　遺構

１．１号石列（南から）

３．10号土坑遺物出土状態（南から）

４．整地層下の礫層

６．整地層下の炭化物

７．遺跡遠景

５．４号土坑陶磁器出土状態

２．１号石列と石敷検出状況（西から）
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写真図版　遺物１

１．SK-１北側出土遺物

２．SK-１北側出土遺物

３．SK-１南側出土遺物

４．SK-５出土遺物

５．SK-10出土遺物
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写真図版　遺物２

１．SK-10出土遺物

２．SK-10出土遺物

３．SK-４・５出土遺物

４．SK-５出土遺物
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